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	主題名
	しぜんと　ともに
	内容項目
	D 自然愛護

	教材名
	さくらの木と　いっしょに
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	自然に対し，友達のように温かく接し，暮らしているという自然と人間との関係に気づかせ，自覚を促すため。

	ねらい
	身近な自然に親しみ，植物に優しい心で接していこうとする。
【理解，判断力】自然は生きており，人間は，その植物に対して友達のように温かく接して暮らしていることのすばらしさが分かる。
【心情】人間が植物と友達のように温かく接している様子に触れて，いいなあ，すばらしいなあと心が動く。
【実践意欲と態度】自分の身近な植物も生きていることが分かり，その植物に温かい心で接していこうとする。

	学習指導過程
	・自分の身の回りの好きな自然を挙げて，そのわけを考える。
・「さくらの木と　いっしょに」を読み，自然との関わりについて考える。
　★人間が植物と温かく接している様子に触れて，いいなあと心が動いたか。
・自分の好きな花や木と，その理由を紹介する。
　★自分の身近な植物に温かい心で接していこうとしているか。
・学校にある植物について話し合う。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●生活科
・植物を育てたり，生き物の世話をしたりする活動を行い，感じたことを観察カードなどにまとめさせる。
●道徳の授業
・「さくらの木と　いっしょに」を読み，自然との関わりについて考えさせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●学級活動
・実際に学校内の樹木を見て回り，気づいたことを発表させる。
・家族の自然観を調査して，お父さんやお母さんはどんな木が好きか，なぜ好きかなど，調べたことを発表させる。

	備考
	


